
10月を迎え、爽やかな秋風が感じられるようになりました。ですが、日内での寒暖の差があり服装
の調整が難しい時期ですので、風邪などで体調を崩されないようにお気をつけください。
さて、今夏は当院での新型コロナウィルス感染症発生により、皆様には多大なるご迷惑とご心配を
お掛け致しました。皆様からは心のこもった温かい励ましの言葉を数多く頂きまして、誠にありが
とうございました。
おかげさまで、9月1日より訪問リハビリおよび通所リハビリ業務を再開させて頂いております。
行政や保健所のご指導の下、安心・安全なサービスが提供できますよう、職員一同で感染予防対策
を徹底して参ります。
つきましては、7月号に続き、当院での感染予防の取り組みをご紹介させて頂きたいと思います。
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7月より新しいスタッフが増えました！
田中啓太PT
7月より、地域リハビリテーション課の一員となりまし
た田中です。地域リハビリテーション課では一番の若
手になるので、フレッシュさを活かし、日々の業務に
努めていきます。今後とも宜しくお願い致します。

通所リハビリでの対策訪問リハビリでの対策

【送迎車両】

会話は着くま
で辛抱して頂
いています！

【準備運動
＆整理体操】
集団を避け、
写真を見なが
ら個人別で
体操します！

【座席】
間隔を空けて
座って頂いて
います！

【訪問時の装
備】
ゴーグル

マスク
（1件ごとに
取替えます）

速乾性手指
消毒薬の携帯

【訪問利用者様へのご協力のお願い】
〇訪問当日に検温をして頂き、37.5℃

以上ある際は中止とさせて頂きま
す。
〇リハビリ中はマスクの着用
※リハビリ見学されるご家族様にも
同様の対応をお願いしています。

〇洗面所をお借りした際は、手洗い後
の

チリ紙は必ず持ち帰ります。
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地域リハビリテーション課より関係者各位へお知らせ

訪問リハビリ・通所リハビリにおける新型コロナウイルス感染症対策

訪問リハビリ
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通所リハビリ 通所リハビリでは、安心してご利用いただくために従来の

検温や手指消毒に加え、以下の感染対策を行います。

利用者様ごとにマシントレーニング後やトイレ使用後の除菌清掃、通所スペース内に
空気清浄機を設置するなどの環境整備を行っています。

送迎中の車内での会話は
控えめに・・・

隣り合わせにならないよう
ソーシャルディスタンス

個別リハビリでは都度
ピローカバーを交換

速乾性手指消毒薬
(消毒用エタノール)

飛沫感染予防にゴーグルを
装着します

訪問させて頂く際は、都度
新しいマスクに交換します

・リハビリ前の手洗い・手指消毒
・使用後の紙タオルは持ち帰ります
・訪問車両の手で触れる箇所の除菌清掃

and more

これらを徹底していきます

地域リハビリ課に新しく
メンバーが加わりました

７月より地域リハビリテーション
課の一員となりました田中啓太で
す。課内では一番の若手となりま
す。フレッシュさを活かし、日々
の業務に努めていきます。宜しく
お願い致します。



み な リ ハ 通 信

【“くらしと生きがいを再建！” あなたに寄り添うリハビリチーム】

医療法人芙蓉会 南草津病院 地域リハビリテーション課
〒525－0059 滋賀県草津市野路五丁目2番39号
TEL：077－562－2239 FAX：077－562－2253

今回は、昨年まで当院の回復期病棟に入院されており、今年の7月より当院の訪問

リハビリを開始されたAさん（50歳代男性）をご紹介させて頂きます。 Aさんは

脳梗塞の後遺症で左半身の麻痺があります。

先日、Aさんのご要望について、ケアマネジャーの方からご連絡がありました。

ご要望内容は以下の３点の自主トレーニングについてでした。

①左下肢の筋力トレーニング

②トイレを我慢しやすくするトレーニング

③発声を大きくするトレーニング

その後、訪問させていただいた際に上記内容について、Aさんに詳しくお話を伺い

ました。①②については理学療法の分野である為、私でも対応が可能であり、その

日のうちにAさんと一緒にトレーニングの内容を検討し、お伝えしました。しかし

ながら、③については、言語聴覚療法の分野でもあり、その場での対応が難しいと

判断してトレーニング内容についてはその日は持ち帰る事にしました。 後日この

内容については、当院に在籍している言語聴覚士に相談し、アドバイスをもらう事

ができました。

この様に当院の訪問リハビリには言語聴覚士がいませんが、院内に言語聴覚士が

在籍している為、言語聴覚療法分野のご相談があった際には院内の言語聴覚士から

アドバイスを受けて訓練内容をお伝えすることも出来ます。

今回は、以前にAさんが当院に入院されており、言語聴覚療法も受けており、その

際にリハビリを担当していた言語聴覚士に相談することが出来ました。 その為、

以前の様子を知ることができ、現在との比較をすることができ、より適切にアドバ

イスさせていただくことが出来たと思います。

これからもより良いリハビリを提供していきたいと

思っておりますので、もし言語聴覚療法分野

（発声・発語・嚥下等）でもお悩みの内容があれば

気軽にご相談くださいませ。

言語聴覚士との連携

当院の言語聴覚士


